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【表紙写真】
（左）2023年8月，栃木県宇都宮市に，日本国内の路面電車路線としては75年ぶりの新規開業
となる「宇都宮ライトレール」が開業しました．当初予測より約2週間早く，開業から2カ月半
で累計乗客数100万人を達成しています．� （写真撮影：運輸総合研究所）

（右）パンデミックから３年が経過し，月別の訪日観光客数は2023年10月にコロナ前の水準を
上回りました．観光需要回復の一方で，一部では持続可能な観光の点からの課題も顕在化して
います．� （写真提供：京都新聞社）
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